
 
 

（仮称）鎌倉地域の漁港にかかるワークショップ 
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６．建設候補地周辺の波浪・潮流・自然(海域)環境 

７．建設候補地地先の自然環境調査（平成 21 年 4 月 30 日 鎌倉市産業振興課による） 

８．浜小屋の集約と海岸利用の適正化 
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平成 23 年 10 月 29 日（土） 

 

鎌倉市市民経済部産業振興課 
 

参考資料１ 



逗子マリーナ

ショップ・機材置場集積(坂ノ下) 

ショップ・機材置場集積(材木座)

凡  例 

サーフィン 

ヨット 

ウィンドサーフィン 

バナナボート 

ジェットスキー 

ジェットスキー出入口

・「サーフィン」、「ウィンドサーフィン」、「ヨット」は、通年での海域利用がある。

・貸ボート・貸ヨット、バナナボートは海水浴シーズンのみ。 
・ジェットスキーも夏季シーズン（6月～10月）の利用が主である。 

海水浴場の開設期間 

開設期間： 6月 28日 ～ 8月 31日 

利用時間： 午前 9時 ～ 午後 5時 

ハイコシ根

腰越
漁協 

鎌倉漁協 

小坪
漁協

共 10 

シラス船曳 

天然ワカメ漁 

箱眼鏡漁 

イセエビ 

カマス 

カ ワ ハ ギ

ヒラメ 

シタビラメ 

キス等 

区 25 

区 24 

鎌倉漁港建設候補地 

定 10 

小坪漁港

 
（沿岸近接漁場利用現況概況図）                              （沿岸海洋レクなど漁業以外の海域利用現況概況図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 10 第１種共同漁業権（海藻類、サザエ・アワビ・トコブシ等貝類、タコ・ウニ、イセエビ等）、第２種、第３種 
区 24 第１種区画漁業権（わかめ）10 月 1日～翌年 4月 30 日まで 
区 25 第１種区画漁業権（わかめ）10 月 1日～翌年 4月 30 日まで 
定 10 あじ・いわし定置漁業権(1 月 1日～12 月 31 日まで)          ※他の漁業団体が利用している。 
 第２種共同漁業権（小型定置ます網漁業、小型定置いかおとし網漁等)  ※表示は、平成 21 年設置箇所、年毎に変わる。 

１．鎌倉地域の海岸利用 

海水浴場開設期間の海域利用 

※由比ヶ浜、材木座で海水浴場が開設され、「遊泳地区」「ボート地区」「ジェットスキー出入口」などに機能区分される。
※漁船は、「遊泳区域」以外から出入りする。 
※サーフィンは、浜のどこからでもでることができるが、利用時間以外としており、海水浴客との競合はない。 
※ウィンドサーフィンやヨット（ディンギー、ホッパータイプ）は表示の湾内利用が主だが、ウィンドサーフィンでは江
ノ島～ハイコシ根～葉山御用邸沖付近まで、ヨットでは沖合い 10km程度まで出る利用者もいる。 

※パドルボーディングの海域利用は、ウィンドサーフィンとほぼ同等。 



 
 
 
 
 

２．鎌倉地域の漁業概要（主要漁業の形態） 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

カワハギ

昼頃からの日帰り操業
漁船は和賀江島背後に係留、船外機船で浜に漁獲物(40～
500kg／１回操業）を運ぶ
漁獲物は基本的に漁業者個人販売で一部横浜市中央卸売
市場に出荷

〃

・漁場：稲村ヶ崎沖
・底質：岩礁
・距離：15分以内程度

同上

3:00AM出港→4:00AM帰港
浜に陸揚げ後、選別仕分けして箱詰め、横浜市中央卸売
市場または仲買に出荷
搬送は、魚の買付けに行く町の鮮魚店に依頼

船外機
(0.2～0.3㌧)
（1人）

8:00AM出港→14:00～15:00頃帰港
浜に陸揚げ後、そのまま地元の魚屋に卸す

・漁場：稲村ヶ崎沖
　　　　和賀江嶋沖
・底質：岩礁
・距離：わずか

8:00AM出港→10:30AM帰港
浜で選別、下処理し、釜茹で後、水洗い、天日乾燥する
（2日～3日/サイクル）
加工作業は、近所の人や友人が手伝う

シラス
1.7㌧～2.5㌧
(2～3人)

漁  場
底　質

距離:漁場までの操船時間

⑨
一本釣り

自由漁業 1 カツオ
1.8㌧
（2人)

・漁場：相模湾沖合
・底質：－
・距離：日帰り範囲内

〃

5:00AM出港→7:00～7:30AM帰港
漁獲物は漁業者個人で仲卸出荷又は個人で加工して直販

〃 16 タコ

・漁場：稲村ヶ崎沖
・底質：岩礁
・距離：わずか

〃

アジ
カマス
イワシ等

・漁場：共同漁業権区域内
・底質：－
・距離：15分以内程度

〃

前日10:00AM以降から網を仕掛ける
翌日5:00AM出港→7:00AM帰港
漁獲物（活魚）は海水を入れた樽のまま、町の鮮魚店経
由で横浜市中央卸売市場に出荷

〃 － ヒラメ

・漁場：由比ヶ浜沖合
・底質：砂
・距離：15分以内程度

〃

－

・漁場：稲村ヶ崎沖
　　　　和賀江嶋沖
・底質：岩礁
・距離：わずか

〃 10 天然ワカメ

〃 10
ナマコ
アワビ
サザエ

〃

〃 同上

・漁場：区画漁業権区域内
・底質：砂
・距離：わずか

区　画
漁業権

13 養殖ワカメ

漁  期

③
タコ篭

共　同
漁業権

16
イセエビ
サザエ

船外機
（0.5～1㌧）
（1人～2人）

使用漁船
(乗組員)

区分 対象魚種

知事許可

⑤
小型定置網
(ます網)

⑥
箱眼鏡漁

⑦
採  藻

(天然ワカメ)

⑧
養殖ワカメ

④
底  網

（刺し網）

着業統数
(隻)

〃 4

3

・漁場：由比ヶ浜沖合
・底質：砂
・距離：3分～1時間程度

・漁場：稲村ヶ崎沖
・底質：岩礁
・距離：わずか

①
シラス曳網

②
磯建網

（刺し網）

漁業種類

5:00AM出港→7:00～7:30AM帰港
浜に陸揚げ後、網外し作業(1時間～2時間程度)
を行い、漁業者個人で仲卸に出荷
※漁獲、ゴミ等が多いと作業時間が長くなる
※近年、量的には少ないが近隣のホテル等におろす形態
も増えている

5:30AM出港→10:00AM帰港
漁船は和賀江島背後に係留し、船外機船で浜に漁獲物(氷
を仕込んだ20kgクーラーボックス)を揚げ、車に積替え、
各個人の自宅（加工場）に運ぶ。
加工作業は正午までには完了
商品は漁業者個々に直販（地域住民・料理店・観光客
等）が主で、一部漁協で販売

操業形態

イセエビ禁漁期間

養殖生簀設置

種糸植付

収穫

解禁 ※毎年、漁協が決定



 
 
 
 
 
 

古都景観地域 
若宮大路ベルト 

鎌倉市景観計画（平成 19 年 1 月） 

海浜ベルト基本方針（抜粋） 

・葉山から連続する旧別荘地や、和賀江嶋・若宮大路・

稲村ガ崎など歴史的に重要な史跡が連なる海岸景観を

保全・継承 

・連続景観・車窓景観の創出 

 古都景域（材木座から稲村ヶ崎） 

・古都景域の海浜ベルトにおける原風景の継承 

 海辺の自然と歴史が融和した原風景を継承し、海浜風

致景観の保全を図る。 

連続景観・車窓景観 
(材木座～稲村ヶ崎) 
海岸景観の保全 

連続景観・車窓景観 
(稲村ヶ崎～材木座) 
海岸景観の保全 

由比ヶ浜海岸

各所から漁港がどういう見え方をするのか

 構造・高さ・色彩や周辺との調和した景観

となるよう配慮することが重要 

海浜ベルト 

景

景

景 

景 かまくら景観百選 

景 

長谷寺 

鎌倉

文学館

 海浜公園 
坂ノ下付近 

 
祇園山 
ハイキング 
コース入り口 

 鎌倉市景観計画 眺望点 

 
国指定史跡 

和賀江嶋 

景

材木座海岸

海浜ベルト 

景  

 甘縄神
明神社 

 

 

景  

成就院から 
の眺め 

海へ続く 
路地 

光明寺 

裏山 
 

 

国指定史跡 

稲村ヶ崎 

稲村ヶ崎 

鎌倉海浜公園 

 

鎌倉文学館２階から  

鎌倉文学館  
甘縄神明神社から  長谷寺 

眺望散策路から  

長谷寺 展望台から  

成就院  

階段上から  

坂ノ下駐車場付近歩道から  

坂ノ下 海へ続く路地  

坂ノ下海岸から  

滑川橋から 
滑川交差点 

滑川

交差点

材木座海岸から  

材木座海岸から  

和賀江嶋 

光明寺 裏山から 

浄明寺パノラマ台から 

祇園山見晴台から  

祇園山見晴台  

稲村ヶ崎から  

衣張山から 
建設候補地 

写真撮影日 平成 21 年 8 月 15 日・16 日 

３．漁港建設候補地周辺の海を望む景観資源 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

４．建設候補地周辺の景観評価 

Ⅰ 案 

Ⅱ 案 

Ⅲ 案 

3 

2 

1

5

4

6 

7

③成就院 

市街地を取り囲む山並みへの眺望を保

全し、市街地が山と海に囲まれた都市の

構造を視覚的に認識できるようにする。 
（鎌倉市景観計画） 

②海浜公園(坂ノ下付近) 

海辺の開放的パノ

ラマ景観を保全する

と共に、市街地を取り

囲む山並みへの眺望

を保全し、市街地が海

と山に囲まれている

都市の構造を視覚的

に認識できるように

する。 
（鎌倉市景観計画） 

①滑川交差点 

市街地を取り囲む

山並みへの眺望を保

全し、市街地が山と海

に囲まれた都市の構

造を視覚的に認識で

きるようにする。 
（鎌倉市景観計画） 

⑥稲村ヶ崎側護岸線(歩道)からの見通し

 
 
 
 

④背後地（坂途中）から交差点方向 

⑦坂ノ下駐車場 

対岸（逗子マリーナ）からの眺望 

⑤背後地（坂上）からの眺望（パノラマ） 
 
 
 



 
 
 
 

Ⅰ案立地の場合の現況・特徴 

・背後地の大部分は「市民の生活空間」であり、

特に、集合住宅からの眺望（景観対策）及び生

活利用環境への配慮が必要。 
・計画漁港への進入路設定が比較的容易（道路交

差点の利用等）。 
・鎌倉海浜公園（坂ノ下地区／整備済み）との利

用連携の可能性。 

Ⅰ 案 

Ⅱ 案 

Ⅱ案立地の場合の現況・特徴 

・背後地は「市民の生活空間」と合わせて、比較

的規模の大きい公的・商業的施設利用に二分さ

れており、集合住宅その他施設からの眺望（景

観対策）及び生活利用環境への配慮が必要。 
・計画漁港への進入路設定が比較的容易（道路交

差点の利用等）。 
・南北の鎌倉海浜公園（坂ノ下地区）を結ぶウォー

ターフロント・グリーンベルト整備の可能性。 

Ⅲ案立地の場合の現況・特徴 

・背後地に一般住宅はなく、比較的規模の大きい

公的・商業的施設及び公園、坂ノ下駐車場等が

立地しており、商業施設（ホテル・飲食店等）

からの眺望（景観対策）、利用環境等への配慮が

必要。 
・計画漁港への進入路設定がやや困難。 
・鎌倉海浜公園（坂ノ下地区／整備予定区域）と

の利用連携の可能性。 

Ⅲ 案 

突堤１ 

突堤２ 

突堤３ 

突堤４ 

突堤５ 

鎌倉海浜公園（坂ノ下地区）

整備予定区域 成就院 

鎌倉海浜公園（坂ノ下地区）

整備済み 

道路交差点

鎌倉漁協事務所

宿泊研修施設 

集合住宅 

老人ホーム 

集合住宅 

特養施設 

宿泊施設 

飲食店舗

５．建設候補地背後の市街地利用 



 
 
 
 

（砂底質） 

（岩底質） 
（露岩あり） 

湾内の潮流 
北東～東向き 
（坂ノ下付近） 

突堤４ 

突堤５ 

沈み根 
（水深 1.6ｍ） 

（岩底質） 

湾外の潮流 
上げ潮時：東向き 
下げ潮時：西向き 

坂ノ下護岸前の潮流 
風向・波浪に 
よって変化する。 

坂ノ下護岸南端は、鎌倉

海岸の海浜形状の形成

基点となっている。 
Ⅲ 案 

砂が堆積し

やすい領域 

（砂底質） 

海岸付近の潮流 
南西向き 

（海岸に並行） 
突堤１ 

突堤２ 

突堤３ 

（岩底質） 
（砂や転石が混在）

突堤１が由比ヶ浜海岸の

砂の流出を止めている。 
Ⅰ 案 

Ⅱ 案 

海域環境（藻場・底質）に関する既往の調査報告 

岩底質：鎌倉漁港（仮称）建設に係る鎌倉海岸の地形変形調査委託報告書，

鎌倉市 1982年（昭和 57年）3月 

藻 場：第 4回自然環境保全基礎調査，環境省 1994年（平成 6年）3月 

凡  例 

波の入射方向     

（漁港に影響が想定される波）

潮流の方向      

６．建設候補地周辺の波浪・潮流・自然(海域)環境 



 
 
 
 
 
 
 
 

７．建設候補地地先の自然環境調査                            平成 21年 4月 30日 鎌倉市産業振興課による 

 
 
 

調査 

海域Ａ  

 
 
調査海域Ｂ 

大型海藻のアラメを中
心とした藻場が形成さ
れていた。ホンダワラ類
も広い範囲で確認する
ことができた。 

写真１
調査海域Ａ

アラメ・カジメの群落

沖側の調査地域Ｂでもホンダワラ
類が広い範囲で確認できた。それ以
外の海藻類は水深の関係で視認す
ることはできなかった。

写真２ 調査海域Ａ 
    アラメ・カジメ 

の群落 
 

写真３
調査海域Ａ

ホンダワラ類の群落

写真４ 調査海域Ａ ホンダワラ類を確認 写真６ 調査海域Ｂ ホンダワラ類を確認 

突堤１ 

突堤２ 

突堤３ 

突堤４ 

突堤５ 

写真７ 突堤１付近（坂ノ下海岸側） 
海底への砂の堆積を確認  

写真９ 突堤３付近 
海底は岩底質で砂や転石が混在。 
海藻類も確認 

写真８ 突堤２付近 
海底は岩底質で砂や転石が混在。 
海藻類も確認 

写真 10 突堤４付近 
海底は岩底質で砂や転石が混在。 
海藻類も確認 

写真 11 突堤５付近 
海底は岩底質で砂や転石が混在。 
海藻類も確認 

写真 12 突堤１～突堤２  写真 13 突堤２～突堤３ 写真 14 突堤３～突堤４ 
写真 15 突堤４～突堤５

※アラメ・カジメやホンダワラ類は岩盤上に群落を形成

する特徴がある。 

写真５ 突堤１～突堤５でホンダワラ類を確認
写真は突堤２付近のホンダワラ類の群落 



 
 
 
 
 
 

８．浜小屋の集約と海岸利用の適正化 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事例④ 地場魚介類とふれあうイベント 
事例①-1 青空市場・定期市（全景）         事例①-2 青空市場・定期市（販売・購買風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例② 市民参加の年中行事（正月の餅まきなど）      事例③ 漁港での地場魚介類の料理イベント 

事例⑤ 漁港内での稚魚の放流体験 

９．市民利用・市民開放の事例 

考えられる市民利用のイメージ 

１． 憩いの場(ハード) … 例：親水護岸、ミニ水族館、遊歩道、展望施設、鎌倉の漁業ミニ博物館、直売施設、漁師食堂 など 

２． 憩いの場(ソフト) … 例：漁業体験、漁師魚料理教室、ヨットによる海の遊覧、漁師志願者講習会 など 

※駐車場等を利用した『軽トラック市』『ワゴン市』なども考えられる。 
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１０．鎌倉漁業協同組合に関する統計資料 
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その他水産動物類計 さざえ
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